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(1)第1章序論
細II県の輝i端に位置するヨ甫半島地如、県農覇爵嘩の約2割を占める県内最大⑪野菜産地である。

冬・春作のダイコン、キャベッ、夏作のスイカ、カボチャ、メロンを主とするアプラナ科野菜とウリ科野菜
の輪作体系を特徴としている。 黒潮に面した半島地形により冬期漉援であり、 トンネルやマルチ資材等の保
温資材を使用しない露地栽培でダイコンとキャベツの2作が秋から春にかけて生産され、封国酌数の土地利
用塑農業が営まれてきた） 冬・春作は、競合産地力苅艮られ、病害虫発生が少なし嗚期でもあり、高い収益性
が農家経営の柱となっている。 ダイコン、 キャベツが長期に渡り連作され、封国有数の産地として維持、発
展してきた要因には、恵まれた気象剃やや土壌条件に加えて、生産者勺別紺糊月のたゆまぬ技術開発の歴史
があった。 ダイコン、キャベツに関する新たな、 題として、気候変動下におけるダイコン四如芭臼首＾の対
応、キャベツの下明由苔への対応がある。 そこで本研究では、生育モデルの手法を活用して、ダイコンの温
暖化影響評価やキャベツの衣明眼打潤を行うことを目的とする。

(2)第2章春キャベツの花芽分化期街Eモデルに基づく早期抽苔リスクの予測
春キャベツは秋に播種して， 越冬させてから春に収穫する作型である． 緑植物春化の樹生から， ある程

度の大きさになって冬期の囮且に感応して花芽分化し，春期の長日， 高温条件下で早期抽苔するリスクがあ
る． 各産地では気象条件l;:ii直した品種と作期の選択により早期抽苔を回避しているが， 地球温暖化や気候
変動による早期抽苔の発生が危諜されている． 本章では花芽分化期の結球紫数と早期抽苔との関係に着目
し， 日平均気温の積算に基づく花芽分化期推定及び結球葉数推定による早期抽苔予測を行った春系品種‘金
系201号を供試財種として， 2011~2014年の作期移動閃廊Pら，花芽鉗頃月の結球葉阪>l g)が概ね6.5枚
以下のとき， 早期抽苔するリスクが高いことを明ら力斗こした結球葉数>l sXY氾；播種後の積算気温(x)か
ら，y=-0.0248x-24.485-28.613により年毎に推定できた{fn'/o信頼因閉6.0-9.9). また，花芽か発育ステージ
は発育速度及び発育指数の概念を適用して， 播種時の発育指数を o, 花芽分化期を）と定め， 日平均気温
から低温感応す引創舛抑双こきさや即血製箋を表す各パラメータ値を求めた得られたパラメ ータ値から




